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成 果 の 概 要 
                                                    京都大学薬学研究科 
                                             博士後期課程 2 年 竹内 裕紀 
 

カリフォルニア大学バークレー校への短期在外派遣の報告 
 

 筆者は 2014 年 9 月 1 日（月）から 12 月 15 日（月）までの期間、アメリカ合

衆国カリフォルニア州のカリフォルニア大学バークレー校化学科にて短期在外研究

を行ってきた。 
 天然から見いだされる窒素原子を含む有機化合物の総称をアルカロイドという。医

薬品開発において窒素を含む分子はユニークな生理活性を示すことが多く、アルカロ

イドおよびその誘導体の供給は合成化学者にとって普遍的な課題である。受け入れ先

の Sarpong 研究室は、独自の合成戦略（7 員環を経由するジテルペノイドアルカロイ

ド合成、酸化的 C-N 結合形成反応など）により多くのアルカロイドの全合成を報告

している。在外研究期間中、教授や研究員らと多環性アルカロイドの構築法に関して

様々なアプローチを議論した。また、近年最も直接的な分子構築法として不活性 C–H
結合の活性化を経る官能基化が注目を集めている。C–H 結合の直接変換は、基質を

反応性の高い化合物にあらかじめ誘導化する工程を省略でき（例えば鈴木カップリン

グでは基質にハロゲン等の脱離基の導入が必要）、従来法に比べて工程数や原子効率

に優れている。訪問した研究室は全米科学財団の研究拠点であるCenter for Selective 
C–H Functionalization の一員として C–H 活性化法を利用した生理活性アルカロイ

ドの全合成研究も展開しており、研究室内セミナーでの議論を通じて有機化学の新潮

流のひとつとなっている当分野の見識も深めることができた。研究の特性上、私が担

当した研究内容は申請課題と若干の相違が生じたものの、医薬品の基本骨格として有

用な多置換ピペリジン環の立体選択的構築法を開発した。現在、科学雑誌へ投稿中の

ため成果の詳細は割愛させていただく。研究活動の他では、カリフォルニア地域の化

学祭（Bay Area Science Festival）にスタッフとして参加し、米国のアウトリーチ活

動の質の高さを肌で感じることができた。さわやかな気候に恵まれたバークレーで世

界中から集まった科学者たちと過ごした日々は、自身の研究に対する視野を広げるま

たとない機会となった。最後に今回の助成に対し、この報告書の場を借りて深く感謝

を申し上げる。 


